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１．目的 
 合理的配慮の提供は、障害学生からの意思表明が契機となる

が、聴覚障害学生の場合、入学時点で支援ニーズに無自覚な学

生が多く、意思表明を促す支援が必要となる。しかし、障害学生

支援を担う人材の業務内容に関する調査は行われているものの

（岡田ら, 2012）、聴覚障害学生の意思表明支援に特化した具体

的な検討は十分になされていない。そこで本研究では、聴覚障

害学生支援の実績が長い大学の支援担当教職員を対象にイン

タビュー調査を実施し、聴覚障害学生の意思表明を促す具体的

な方法を明らかにすることを目的とした。 

２．方法 
(１) 対象者：聴覚障害学生支援の実績が長い大学 6 校の障害学

生支援担当教職員 13 名（１校あたり 1～4 名） 

(２) 調査方法：聴覚障害学生の意思表明を促すための働きかけ

について半構造化面接法によるインタビュー調査を実施した

（2016 年 7～8 月）。調査実施にあたり、事前調査票を郵送し、自

由記述による回答を求め、その内容を基にインタビューを行った。

対象者の承諾を得てインタビューの様子をビデオカメラで撮影し、

その逐語録を修正版グラウンデッド・セオリー・アプローチ（木下, 

2003）により分析した。なお倫理的配慮として、協力は任意であり、

得られたデータは本研究のみに使用し、個人が特定されないこと

を対象者に説明し、紙面による同意を得た上で調査を実施した。 

３．結果 
インタビュー結果から類似例ごとにまとめ分析ワークシートを作

成し、35 個の概念が生成された。さらに概念間の関係性を検討し

た結果、8 つのカテゴリーが生成された（Table 1）。 

Table 1 のとおり、対象者は聴覚障害学生の意思表明を促すた

めに、聴覚障害に関する知識や対人援助技術等の支援スキルを

活用しながら（カテゴリー8）、学生の様子や段階に応じて様々な

働きかけを実施していることが示された。特に対象者が注力して

いたのは、初回面談における対応（カテゴリー1）であった。対象

者は初回面談において聴覚障害学生の特性や状況を丁寧に把

握し、聴覚障害学生の情報保障に関するイメージ形成を助け、彼

らの自己決定を先回りせずに見守り、その意思を尊重するよう働

きかけていた（カテゴリー1 および 2）。 

また、対象者は多様な聴覚障害学生の心理を受け止め、信頼

関係を築き、継続的に関わることや（カテゴリー4 および 6）、周囲

の人々との関係性をも考慮し、意思表明しやすい環境の整備を

心がけていた（カテゴリー7）。 

さらに、聴覚障害学生との丁寧な対話の積み重ねや聴覚障害

学生の当事者性を育てる働きかけ（カテゴリー5）を通して、支援

に対する主体的な行動や意思表明の重要性を聴覚障害学生に

徐々に認識させ、聴覚障害学生が場面に応じて必要な支援を自

ら考え、その意思を表明し、主体的に支援を利用していけるよう、

意識して支援している様子がうかがえた（カテゴリー3）。 

４．考察 
本研究の結果、「初回面談」が聴覚障害学生の意思表明支援の

重要なスタートであり、聴覚障害学生の情報保障に対する支援ニ

ーズを深めていくための重要な局面であることが示された。また、

意思表明支援の質や内容は、支援担当教職員の持つ知識や支

援技術によって左右されることが考えられ、そういった専門性の習 

Table 1 聴覚障害学生の意思表明支援に関して生成された概念 

得に向けた取り組みの確立が求められるであろう。 
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カテゴリー サブカテゴリー 概念 

1 初回面談での対応 

1 情報保障体験の提供 

2 コミュニケーション方法の模索 

3 自己語りの引き出し 

4 特性の把握と支援方法の提案 

2 情報保障

の 基 盤 形

成 

情報保障ニーズ

の把握 

5 イメージ形成による情報保障ニーズの共同確認 

6 ニーズの言語化のうながし 

7 聴覚障害学生のニーズを察知できる情報保障者

の配置 

情報保障要請と

利用の促進 

8 情報保障要請に関わる主体的な行動のうながし 

9 情報保障利用上のルール・マナーの提示と理解

促進 

10 授業以外の場面での情報保障の模索 

11 自己決定の見守りとうながし 

3 情報保障

の 実 践 的

見 識 の 形

成 

支援に対するコミ

ットメントの促進 

12話し合いの積み重ねに基づく合意の形成と支援 

13 段階に応じた働きかけ 

支援内容の変更

にともなう調整 

14 要望や不満の受け止めと支援内容変更への対

応 

15 妥当な支援の共同模索 

授業の専門性に

応じた支援方法

の模索 

16 授業形態や専門性に応じた支援の共同模索 

17 ゼミ等での発言・発表方法の模索 

4 関係性の

構 築 と 促

進 

心理状態の受け

とめ 

18 困りごとへの気づきおよび打ち明けの促進 

19 障害に対する捉え方に応じた心理的距離の調

整 

20 ラポール形成を意識した話し方・接し方 

― 21 コミュニケーション方法の選択と活用 

5 聴覚障害

学 生 の 当

事 者 性 の

涵養 

当事者との接点

形成 

22 ソーシャルサポート資源としての当事者学生の

活用 

23 聴覚障害教職員の当事者性の活用 

自己表出機会の

増大 

24 自分について説明する機会の確保 

25 手話によるコミュニケーションの活用や手話環境

の醸成 

6 多様な聴覚障害学生への 

対応 

26 情報保障を利用しない学生との関係の構築と維

持 

7 環境整備 

周辺環境の整備 

27 周囲の人々との関係性の把握 

28 相談しやすい環境の整備 

29 聞こえる学生への理解啓発 

― 
30 保護者とのコミュニケーションや関係に関する情

報収集 

8 支援担当

教 職 員 が

持 つ 支 援

技術 

習得している知

識と支援スキル 

31 聴覚障害に関する知識を活かした支援 

32 心理・福祉分野の対人援助技術の援用 

33 聴覚障害学生の支援ニーズの変化に関する経

験的知識 

学内ネットワーク

の活用 

34 学内組織との連携・情報の共有 

35 聴覚障害を専門とする教員の活用 
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